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第4回 ⽇本栄養材形状機能研究会学術集会
Japanese society for functional structure of nutrition

⽇ 時： 平成２９年９⽉３０⽇（⼟） １３：００〜１７：００
場 所： 東京⼤学伊藤国際学術研究センター 伊藤謝恩ホール
参加費： 会員 1,000円 ⾮会員 3,000円

当番世話⼈：藤⾕順⼦（国⽴研究開発法⼈国⽴国際医療研究センタリハビリテーション科医⻑）
丸⼭道⽣（医療法⼈財団緑秀会⽥無病院院⻑）

※平成28年2月24日より、日本静脈経腸栄養学会認定資格「NST専門療法士」の認定単位（2単位）として認められました。

13：00〜13：05
【開会挨拶】 当番世話⼈：医療法⼈財団緑秀会 ⽥無病院 院⻑ 丸⼭道⽣

13：05〜14：05
【ワーキンググループ報告】 座⻑：藤⽥保健衛⽣⼤学医学部 外科･緩和医療学講座 教授 東⼝髙志

医療現場で有⽤な粘度測定⽅法とその表⽰について
⽤語ワーキンググループ：⼤阪国際がんセンター 栄養腫瘍科 主任部⻑ 飯島正平

新国際規格ISO誤接続防⽌コネクタ導⼊に向けての検討（第2報）
半固形化栄養剤とミキサー⾷のヒト官能試験

調査ワーキンググループ：⽥無病院 院⻑ 丸⼭道⽣
ヘリコバクター・ピロリ感染はPEG後の肺炎と関連する

研究ワーキンググループ：済⽣会松阪総合病院 副院⻑ 清⽔敦哉
市販カップゼリー⾷品における⽔分誤嚥患者の安全性に関する官能評価試験と離⽔測定⽅法の検討

摂⾷嚥下ワーキンググループ：藤⽥保健衛⽣⼤学医学部外科･緩和医療学講座 准教授 伊藤彰博
14：05〜14：35
【⼀般演題】 座⻑：医療法⼈財団緑秀会 ⽥無病院 院⻑ 丸⼭道⽣

消化管内容物の粘度測定のための管流式粘度計の開発
福岡⼥⼦⼤学 ⾼橋徹

地域における⾷⽀援を推進する取組み
－地域における嚥下調整⾷に関する実態調査の結果から－

⽇本⻭科⼤学⼝腔リハビリテーション多摩クリニック 佐川敬⼀朗

在宅療養における経腸栄養管理（半固形化栄養材）に関するアンケート調査
済⽣会松阪総合病院 副院⻑ 清⽔敦哉

15：00〜16：00
【特別講演１】 座⻑：国⽴研究開発法⼈国⽴国際医療研究センター リハビリテーション科医⻑ 藤⾕順⼦
「要介護者のニーズに応える形状の⾷品をお選びください!!

－農林⽔産省がおすすめするスマイルケア⾷－」
農林⽔産省⾷料産業局⾷品製造課⻑ 横島直彦

16：00〜17：00
【特別講演２】 座⻑：医療法⼈財団緑秀会 ⽥無病院 院⻑ 丸⼭道⽣
「経⽪経⾷道胃管挿⼊術（PTEG）からの栄養剤半固形化の試み」

国⽴病院機構村⼭医療センター外科部⻑ ⼤⽯英⼈
共催 キューピー株式会社

17：00
【閉会挨拶】当番世話⼈：

国⽴研究開発法⼈国⽴国際医療研究センター リハビリテーション科医⻑ 藤⾕順⼦


